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日野本町地区
公共施設再編基本構想・基本計画策定

第３回 日野本町地区公共施設再編基本構想・基本計画策定検討委員会を開催しました。

日 時：令和６年11月11日（月）
15：00～17：00

場 所：日野市役所本庁舎
505会議室

参加者：委員20名
傍聴 5名

●「日野本町地区公共施設再編基本構想」とりまとめイメージについて

■検討の取組状況（令和６年４月～現在）について
■前回検討委員会（10/７）について
・いただいたご意見の振り返り
■市民座談会（10月）の実施について
■本事業における再編の方向性について
・再編後のサービス提供の考え方（加筆・修正案）
■基本構想のとりまとめイメージについて

日野本町地区公共施設再編事業の基本方針（事務局案）

「縮充」の実現

 専門サービス／共用サービスに分け、施設の床面積を抑制しつつ、質の高い
公共サービスの提供を両立させる、共用化の基本的な考え方

 共用部の充実による、交流の促進の考え方
 複合化、多機能化の相乗効果による、提供サービス向上の考え方

方針①

誰もが使いやすい施設

 ユニバーサルデザイン、ユニバーサルサービスの考え方
 多様な世代の利用促進
 交通アクセスの利便性向上

方針②

必要な機能を備えた、
質の高い建築

 災害に強い施設
 エネルギー・環境負荷低減に配慮された施設
 周辺環境との調和や時代の変化に対応した施設

方針③

再編後のサービス提供の考え方（機能配置イメージ）※第２回検討委員会から大きな変更なし

・公民館・児童館・図
書館・日野宿交流
館は、各「専門サー
ビス」の提供に専念
する
・専門サービス以外の
必要サービスや現・
福祉センターにおける
交流機能は、目的に
合わせて使える滞
在・活動の場：「複
合施設共用空間
（仮称）」にて「共
用サービス」として提
供する

円滑な事業の実施

 事業用地は全て市有地とし現状の法規制に従う
 スムーズなローリング計画の立案
 民間活力の活用による最適な事業手法の選択

方針④
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お問合せ

日野市 企画部 公共施設総合管理担当
〒191-8686 東京都日野市神明１丁目12番地の１ 日野市役所４階
直通電話：042-514-8083 代表電話：042-585-1111
FAX：042-581-2516

建築計画・施設計画について

• 利便性を考慮したうえで、諸室の規模や
防音に配慮した間仕切り等を検討してい
く必要がある。

• 開けた空間で活動できる施設となること
で、利用者同士が自然と触れ合えるよう
になるのではないか。

• 静かにするスペースと音を出して良いス
ペースをコントロールするなど、工夫が
必要。

• 障がいのある方でも皆が同じ入口、同じ
トイレ等を利用できるように工夫するこ
とで、だれもが利用しやすい施設になる。

共用空間のあり方について

• 共用空間での交流の実現は、基本構想の肝
であり、再編施設の個性となる部分である。

• 共用空間の充実が全てであり、それによっ
て生まれるスペースに新たな機能を割り当
てるなどの検討を早期に進めるべき。

• 作品展示や市の歴史・文化、観光情報の発
信等により、交流や学びが広がるようにな
ると良い。

• 生活・保健センター貸室での共用サービス
の提供を検討すべき。

• 日野第一小学校における特別教室等の共用
化の考え方を深度化させるべき。

施設の運用について

• 利用者同士を繋ぐコーディネーターを配
置することで、交流が促進されるのでは
ないか。必要諸室・空間について

• 諸室を所管課ごとに分けて考える必要はな
い。それを実現させるマネジメントは行政
が考えるべき。

• 特定の団体のみが利用可能な諸室を設ける
ことについては慎重に検討すべき。

• 子どもたちの活動の場は、児童館職員が配
置されている場所で提供されるべき。

• 図書館に対面朗読や録音ができる場所がほ
しい。

• これまでのように備品等の保管場所を確保
してほしい。

委員のみなさんからの
主なご意見

周辺環境について

• 周辺環境の整備については並行して検討
すべき。

第３回
検討委員会の様子
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